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論文内容の要旨
I[) テトラヒメナ繊毛から精製した308ダイ ニンを周辺小管に加えると， AおよびB同小管にほぼ等
しい親和性で結合l，腕を形成した。AおよびB小管に結合した腕の長さはともに22-24nmで腕の間
隔はともにが~23nmであ っ た。 また両者はともに陪l辺小管に対し 48・ -55・の角度で繊毛の基部に傾い
て結合していた。ATPを加えると， B小管に結合していた腕のみが解離し， ATP加本分解後に再び
B小管に結合した。それに対l，A小管に結合している腕はATPを加えても両手織しなかった。幾本










131 10種のATPアナログ(2 '-dATP， 3' -dATP，εATP， FTP，8-NH(CH，)-ATP， 8， 3'-5-cyc1o 
ATP， 8-Br-ATP， 8-SCH，-ATP， 8-0CH，-ATP， AMPPNP)のうち2'-dATP， 3' -dA TP 
のみがテトラヒメナの 305ダイニンによって刷l水分解をうけ，B小管からのゲイ ニンの腕の解離，
? ?
周辺小管間の能動的すべり運動 axonemeの屈曲運動をひき起した。またこの二種のATPアナログの
みが，テトラヒメナのTritonモデルの繊毛の方向の逆転をひき起した。
これらの結果に基づいて，周辺小管閣の能動的なすべり運動の分子機構を考察した。
論文の審査結果の要旨
有核細胞の運動にはミオシンーアクチン系によるものとダイニンーチュープリン系によるものの 2
つがある D ミオシンーアクチン系の運動の機構の研究は最近筋収縮を中心として大いに進展したが，
ダイニンーチュープリン系のそれはあまり進んでいなかった。しかし，近年Gibbonsらは主としてウ
ニの精子の鞭毛を用いて，チュープリンより成る周辺微小管からのarmを形成しているダイニンがA
TPase活性を持つこと，周辺微小管相互のすべり運動によって鞭毛の運動が起こることを明らかにし，
ダイニンーチュープリン系とミオシンーアクチン系との類似性が注目されるようになった O
高橋君はテトラヒメナの繊毛から Aー およびB-小管より成る周辺微小管を分離し，それにダイニンを
加えるとダイニンはA-，B-両小管と結合しarmを形成すること，小管上で、armが規則正しく配列し，
Lかもすべて繊毛の基部の方向に傾いていることを示した。さらに， ATPを加えるとB-小管に結合
したarmのみが完全に解離することを観察した。解離の程度のATP濃度依存性がダイニンーATPase
活性のそれに等しいことから，高橋君はダイニン ATPaseの活性中心にATPが結合することによっ
て解離が起こると推定した。
高橋君はさらにダイニンのATPaseの反応機構を詳細に調べ， ミオシン-ATPaseの場合と同様，酸
に不安定なダイニンーリン酸結合物が中間体となっていること，その分解がチュープリンで促進され
ることを示した。高橋君の得たこれらの結果はダイニンーチュープリン系のarm，A-小管およびB-
小管がそれぞれミオシンーアクチン系にむけるミオシンより成る太いフィラメントの突起とフィラメ
ントのcore，およびアクチンより成る細いフィラメントと相同であることを強く示唆するものである O
高橋君のこれらの結果はダイニンーチュープリン系の反応、機構がミオシンーアクチン系のそれと相
同であることを初めて分子レベルで示したものであり，この方面の今後の研究のための極めて重要な
基慌を築いたものとええる O 従って，匝];ftの業績は理学博士の学位論文として十分価値.あるものと認
められる O
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